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研究成果の概要（和文）：本研究で取り上げる「楽観性」という概念は、心身の健康回復やストレス緩和にプラ
スの影響を与えることが知られており（藤南・園田, 1994；Umstattd, McAuley, Motl, & Rosengren, 2007）、
Seligman & Csikszentmihalyi（2000）が提唱する「ポジティブ心理学」のキーコンセプトでもある。本研究で
は、人間の潜在的な可能性を広げることを目的に、対人的楽観性に焦点を当てたメンタルヘルス改善のための統
合的アプローチ法について検討したところ、一定の効果が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The concept of "optimism" addressed in this study is known to have positive 
effects on physical and mental health recovery and stress reduction (Tonan & Sonoda, 1994; Umstattd,
 McAuley, Motl, & Rosengren, 2007), and is a key concept of "positive psychology" proposed by 
Seligman & Csikszentmihalyi (2000). In this study, the integrated approach to improving mental 
health focusing on interpersonal optimism was examined with the aim of expanding human potential, 
and it was suggested that there was a certain level of effectiveness.

研究分野：臨床心理学

キーワード： 統合的アプローチ　楽観性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、各種の健康障害のリスクファクターとして、メンタルヘルスの悪化が危惧されており（Murray & Lopez, 
1996）、その二次的な問題も大きい（Jane-Llopis et al., 2003）ことから、メンタルヘルス改善の重要性はま
すます高まっている（e.g.,Gillham et al., 2000）。本研究は、ポジティブ心理学に基づいた統合的アプロー
チ法によるメンタルヘルス改善のための取り組みであり、これによって心理職が担うべき「心の健康教育」のプ
ログラムの発展が期待されるとともに、社会的な意義も高まるものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

各種健康障害のリスクファクターとして、メンタルヘルスの悪化が危惧されてお

り（Murray & Lopez,1996）、さらに二次的な問題も大きい（Jane-Llopis et al., 2003）

ことから、メンタルヘルス改善の重要性はきわめて高い（e.g.,Gillham et al., 

2000）。メンタルヘルス改善を目的としたプログラムは日本においても開発され、一

定の効果をあげている（e.g.,寺嶋他、2017；沢宮、2013）。また、Duckworth et al.

（2005)は、人間のポジティブな側面に焦点を当て、人間の潜在的な可能性を拡げる

ことをめざす肯定的介入が、メンタルヘルス改善につながることを示唆している。

本研究では、人間の潜在的な可能性を拡げることをめざし、対人的楽観性に焦点を

当てたメンタルヘルス改善のための統合的アプローチ法について、特に「動機づけ

面接（Motivational Interviewing）」導入の効果に焦点を当てて検討を行った。 

なお、本研究で取り上げる楽観性（楽観的）という概念は、Abramson, Seligman, 

& Teasdale（1978）が、無力感の克服策として楽観的な期待の有効性を論じたこ

とで注目され、実証的な研究が重ねられてきた（e.g., Boyer、2006；Seligman、

1991；戸ヶ崎・坂野、1993）。心身の健康回復やストレス緩和にプラスの影響を及

ぼすとされ（e.g.,藤南・園田, 1994；Umstattd, McAuley, Motl, & Rosengren, 2007）、

Seligman & Csikszentmihalyi（2000）が提唱したことで知られる「ポジティブ心

理学」のキーコンセプトでもある。 

また、動機づけ面接とは、協働的なスタイルの会話によって、相談者自身が変

わるための動機づけを高め、行動変容を促す方法である（Miller & Rollnick, 2013 

原井他訳 2019）。動機づけ面接の効果については多くの実証研究がなされ、当初

の対象であった飲酒や薬物使用だけでなく、喫煙、ギャンブル、健康増進、育児

などの様々な行動についても、有効性が示された（Lundahl et al., 2010）。「行

動変容を促す」という特徴から，非常に汎用性の高い方法であるとされている（沢

宮・佐藤、2023）。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、対人的楽観性に焦点を当てたメンタルヘルス改善のための統

合的アプローチ法の効果、特に「動機づけ面接」導入の効果を明らかにすること

であった。 

 

３．研究の方法 

 

抑うつ得点が基準値以下の大学生および大学院生を実験参加者とし、変化への



動機づけのアセスメントおよび動機づけ面接導入の効果について検討を行った。 

スクリーニングのための抑うつ状態を把握するためには、Beck Depression 

Inventory（以下、 BDI とする）の日本語版（林・瀧本，1991）の 21 項目を使

用し、最近の抑うつ状態について回答を求めた。評定は 4 段階評定で行った。BDI 

では 17 点から臨床的なうつ状態の境界とみなされるため、抑うつのスクリーニ

ングのために使用することが適切と考えたからである。なお、本尺度は大学生を

対象とした調査で信頼性と妥当性が確認されている（林・瀧本，1991）。 

また、実験参加者の募集は、授業の前後やサークルなどで、募集用紙の配布や

口頭での説明によって行われた。 

なお、動機づけ面接導入の際の面接者は、約 25 年から 30 年の臨床歴があり、

国際的な動機づけ面接トレーナーネットワーク（Motivational Interviewing 

Network of Trainers）のメンバーになった後、5 年以上の臨床歴を有する者

とした。 

また、動機づけ面接による援助段階では、行動変容に関する発話を促進する

ための援助を行い（Miller & Moyers, 2006）、分析にあたっては、コーディン

グの評価基準として Motivational Interviewing Skill Code 1.1（Glynn & 

Moyers, 2009）を参考にするとともに、「課題分析（岩壁，2008，2010）」の手

法を用いることとした。面接は録音され、音源は個人情報を含まない形でスク

リプト化された。 

 

４．研究成果 

 

人間の潜在的な可能性を拡げることを目的に、対人的楽観性に焦点を当てた

メンタルヘルス改善のための統合的アプローチ法、特に統合的アプローチ法に

おける「動機づけ面接」導入の効果について検討を行ったところ、一定の効果

が示唆された。 

世界的に感染が広がったCOVID-19は、感染者のみならず非感染者のメンタルヘ

ルスにも悪影響を及ぼすことが明らかになっている（Vindegaard & Benros, 2020）。

このような人々を含め、さまざまな問題を抱える人たちが、メンタルヘルスを改

善し、より満足のいく人生を送ることができるよう支援することが重要であるの

は言うまでもない。本研究は、ポジティブ心理学に基づいた統合的アプローチ法

によるメンタルヘルス改善の取り組みであり、これにより、心理職が担うべき「心

の健康教育」のプログラムとしての発展も期待できると考えられる。 

また、本研究によって、ポジティブ心理学と動機付け面接を組み合わせたPP-MI

（Positive Psychology-Motivational Interviewing）介入（e.g., Celano et al., 

2019）についても示唆を与えることができると考えられる。 
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